
次期総合計画策定に向けた
市民意向調査の結果

茨木市 企画財政部 政策企画課

令和５年11月

（HP・広報）
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調査概要
2

本調査は、「第５次茨木市総合計画」が令和６年度に目標年次を

迎えるにあたり、これに続く「（仮称） 第６次茨木市総合計画」

の策定に向け、市民が日頃まちづくりについて考えていることや、

まちづくりに対する率直な意見を把握し、計画策定の基礎資料

とすることを目的とする。

調 査 の 目 的

調 査 対 象 茨木市民全体

調 査 時 期 令和５年６月30日（金） ～ ７月31日（月）

調 査 方 法 市HP及び広報により周知、Webにより回答

回 収 数 ５３票



回答者属性
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性別 年齢

「50~59歳」が22.6％と最も多く、次いで「30～39歳」が

20.8％、「40～49歳」も20.8％となっている。

女性

52.8%

男性

47.2%

分からない・答

えたくない

0.0%

n=53

「女性」52.8％、「男性」47.2％となっており、茨木市に

おける実際の割合と近くなっている。

16～19歳

7.5%

20～29歳

3.8%

30～39歳

20.8%

40～49歳

20.8%50～59歳

22.6%

60～69歳

11.3%

70歳～

13.2%

n=53



回答属性
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世帯構成

一人暮らし

17.0%

一世代世帯（夫婦

または パートナー

と自分）

20.8%
二世代世帯

（親と子）

60.4%

三世代以上世帯

（親と子と孫）

1.9%

n=53

「二世代世帯（親と子）」が60.4％と最も多く、

次いで「一世代世帯」が20.8％、「一人暮らし」が

17.0％となっている。

同居する家族

同居する家族に該当するものとして、「高校生・大学生」

が22.6%と最も多く、次いで「就学前のこども」「65歳

以上の方」が18.9%となっている。

18.9%

13.2%

22.6%

18.9%

35.8%

0.0% 20.0% 40.0%

就学前（０～６歳）のこども

小学生・中学生

高校生・大学生

65歳以上の方

上記にあてはまる同居者はない



幸せ度
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幸せ度

主観的幸福度について、「とても幸せ」を10点として、

11段階（0~10点)で質問を行った。平均は6.642点となって

おり、16歳以上の調査結果の平均である6.896点を下回る

結果となった。

「７点」が22.6％と最も多く、次いで「５点」が20.8％、

「８点」が17.0％となっている。

幸せに重要なもの

1.9% 1.9%

0.0%

1.9%

5.7%

20.8%

11.3%

22.6%

17.0%

1.9%

15.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

市民全体 HP等

幸せであるために重要なものを最大３つ選択するという

質問を行った。

「自分や家族の健康状況」が79.2%と最も多く、次いで

「精神的なゆとり」が50.9％、「仕事と生活のバランス」

が37.7％となっている。

79.2%

50.9%

37.7%

35.8%

20.8%

17.0%

11.3%

9.4%

5.7%

5.7%

3.8%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自分や家族の健康状況

精神的なゆとり

仕事と生活のバランス

家計（所得・消費）の状況

自由な時間

充実した余暇・趣味

家族関係

友人・交友関係

就業状況（仕事の有無・安定）

その他

社会貢献や生きがい

地域や近隣との関係

職場の人間関係や職場環境

仕事の充実度

追い求める夢や理想
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生活の中でどのようなときに幸せを感じるかという質問に対して、頻出単語とその相関関係は以下のとおり。

無作為抽出調査と同様に、家族

に関する意見が最も多く見られ

た。家族と過ごす時間や、子供と

でかけるときなどに関する意見が

多い。

その他の意見としては、健康に

日々過ごすことができているとい

う意見や、元気に仕事ができてい

るという意見が見られた。

（AIテキストマイニングによる分析）

出現回数の多い単語は大きく表示され、関連性の高い言葉が線により

結びつけられている

幸せを感じること（自由記述）

単語 出現回数

家族 42

子ども 21

時間 18

食べる 18

友達 17

過ごす 12

家 11

健康 11

美味しい 11

一緒 9

見る 9

仕事 9

笑顔 9

遊ぶ 9

感じる 8

趣味 8

ご飯 7

飲む 7

過ごせる 7

楽しむ 7

※ 街頭調査と共通分析

子ども

笑顔

コーヒー

カフェ

自分

救急

休み

旦那

家内

一緒

主人

会話

散歩

買い物

場所
ショッピング

ランニング

給料

感謝 食事

対応

料理

活動

練習

自然

夫婦

有意義

朝日

御飯

朝

時間

朝

趣味

休日

景色

早朝

ご飯 食べる

家族

過ごす

見る

寝顔

遊ぶ

友人

感じる

飲む

健康
過ごせる

楽しむ

スポーツ

笑う

寝る

バランス

キャンプ

行く

旅行

学校

話す

話

出かける

元気

生きる

出掛ける

目覚める
起きる

喋る

温泉
入る

眠れる

役に立つ
美味しい

楽しい

親しい

のんびり

家

人

没頭

夫

緑 毎日

外

店

音

姿
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将来どのようなまちで暮らしたいかという質問に対し、頻出単語とその相関関係は以下のとおり。

無作為抽出調査と同様に、安心

して暮らせるまちという意見が最

も多く見られた。災害時に安心し

て暮らせるという意見や、漠然と

安心できるまちという意見が多く

見られた。

また、自然の豊かさを求める意

見と、買い物等の利便性を求める

意見が同程度の割合で見られた。

（AIテキストマイニングによる分析）

出現回数の多い単語は大きく表示され、関連性の高い言葉が線により

結びつけられている

暮らしたいまち（自由記述）

単語 出現回数

安心 60

子育て 31

暮らせる 20

安全 19

自然 19

便利 17

生活 15

環境 14

充実 14

災害 11

子供 11

人 11

治安 10

世代 9

良い 9

福祉 7

豊か 7

医療 6

行政 6

住む 6

福祉

医療

行政 デジタル

市民 スポーツ

芸術

一人ひとり

社会

子供
大人

文化

交通

バス

音楽

外国

高齢

障害

世の中

都会

犯罪

安心
子育て

充実
世代

交流

尊重

施設子ども

活動

教育

支援

買い物

場所
避難

スーパー

飲食

散歩
仕事

手続

手続き

対応

環境
自然

便利
豊か

きれい

安定

経済

発展
元気

様々

今

暮らせる 過ごせる

笑顔

出来る

触れる

進む

楽しめる

災害

起こる

生きる

育てる

茨木

感じる

行う

思う

持つ
過ごす

守る触れ合える

保つ

治安

良い

楽しい

暮らし

地域

多い

整う

優しい

強い

活気
少ない

安い

美味しい

生き生き

人

歳

便

緑

※ 街頭調査と共通分析
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茨木市でどのようなときに不安・不満を感じるかという質問に対して、頻出単語とその相関関係は以下のとおり。

無作為抽出調査と同様に、交通

に関する意見が最も多く見られ

た。自転車のマナーに関する意見

や、市内でのバスの移動が不便と

いう意見が多くあった。

また、夜間などの救急病院が少

ないという意見も見られた。

（AIテキストマイニングによる分析）

出現回数の多い単語は大きく表示され、関連性の高い言葉が線により

結びつけられている

不安・不満に感じること（自由記述）

単語 出現回数

少ない 26

多い 25

自転車 22

特に 20

茨木 15

感じる 13

施設 13

歩道 13

道路 11

交通 10

人 10

地域 10

子供 9

車 9

安心 8

場所 8

狭い 7

支援 7

病院 7

不安 7

※ 街頭調査と共通分析

自転車

歩道

病院
救急

保育園

事故
環境

商業

世代

税金

部分

中心

北部

不満

バス

本数

夜間

場所

安心

子育て

渋滞

心配

充実

付近

交通
整備

介護

生活
道路

危険

地域

希薄

必要

阪急

茨木

JR

運転

公園

思う

子供

遊ぶ

走る

ルール

通る

遊べる 子ども

見る

行く

増やす

働く

不安

感じる

入る
入れる

歩く

多い

狭い
マナー

悪い

早い

怖い

危ない

駅前

車

駅

不便

市

道

便
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茨木市の魅力（自由記述）

茨木市の良いところ、魅力は何かという質問に対して、頻出単語とその相関関係は以下のとおり。

無作為抽出調査と同様に、交通

の利便性に関することが最も多く

見られた。大阪や京都へのアクセ

スの良さについて便利という意見

が多い。

また、緑が多く自然環境が良い

という意見も多く見られた。北部

地域だけではなく、まち中の緑が

多いという意見も見られた。

（AIテキストマイニングによる分析）

出現回数の多い単語は大きく表示され、関連性の高い言葉が線により

結びつけられている

単語 出現回数

交通 50

良い 40

便 38

便利 27

多い 24

自然 21

環境 14

教育 11

地域 11

感じる 10

大阪 10

京都 9

治安 8

住む 8

充実 8

田舎 8

都会 8

緑 8

近い 7

公園 7

田舎

都会

図書館プール

バス

行政

市民 イベント

ゴミ

バランス

繋がり

仲間

福祉

子供

落ち着き

環境

教育

充実

施設
立地

生活中間

サービス

停車

子育て

買い物

豊か

安心

安全

阪急

大阪
京都

スーパー

神戸

文化

たくさん

市内
全て

JR茨木

地域 感じる

思う

出る

梅田

行く

行ける 通る

交通
良い

自然
多い

程よい

少し

残る

便

緑

近い
駅

店

車

人

※ 街頭調査と共通分析



まちの魅力
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情報発信

茨木の良いところや魅力を発信することに興味があるかに

ついて質問を行った。

「関心がある」が54.7％と過半数を超え、「関心がない」

が45.3％となっている。

愛着度

茨木に愛着を感じているかについて質問を行った。

「どちらかというと愛着がある」が50.9%と最も多く、

次いで「大変愛着がある」が32.1％、「どちらともいえ

ない」が9.4％となっている。

関心がある

54.7%

関心がない

45.3%

n=53

大変愛着がある

32.1%

どちらかというと愛

着がある

50.9%

どちらともい

えない

9.4%

愛着はあまりない

3.8%

全く愛着はない

3.8%

n=53



調査票
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